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１．はじめに
　私は、2011年８月15日〜 31日の日程で中国・深圳にあるテクノセンターでのインターンシップに参加した。私が
参加したＢ班は、北は新潟から南は鹿児島までと様々な県の大学生が参加しており、香港からの参加者も含め計21
名の参加者とともに二週間をテクノセンターで過ごした。
　テクノセンターが掲げるインターンシップの方針は「自ら考え、行動する」である。決められたプログラムはなく、
各自興味のある内容に基づき行動計画表を作成する。また、決められた企業訪問やテナント見学、工場長又は社長
にヒヤリングを行う場合、自ら考え各自アポイントメントを行い行動する。
　私がテクノセンターでのインターンシップに参加した理由は三つある。
　一つ目は、私は生まれも育ちも新潟県で新潟以外を知らないため視野が狭いと感じていたからである。テクノセ
ンターでのインターンシップに参加し、働く人々と共に働き、生活することにより、視野が広がり自分自身さらに
は日本又は新潟県をも見つめ直せるのではないかと考えた。
　二つ目は、テクノセンターで働く人々を自分の目で見て何かを得たいと考えたからである。そこで得たものを日
本に戻ってからの大学での活動、卒業後の社会人としてのキャリア構築の一助としていきたいと考えた。
　三つ目は、テクノセンターのインターンシップに参加している他大学の学生とコミュニケーションをとることに
より、自分と違う考え方、集団でいる時のリーダーシップが体得できるのではないかと考えたからである。
２．テクノセンターでの生活について
　私は、今回初めて中国を訪れ、テクノセンターの寮を見て
日本との違いに衝撃を受けた。寮のベニヤ板の二段ベッド、
和式トイレと一体化したシャワー、食事等、日本との習慣・
生活の違いに慣れず戸惑うことも多かった。研修が始まって
最初の一週間は、食欲がない、眠れない、そして言葉の壁に
より言いたいことも伝わらないことから精神的な面でストレ
スを感じたり辛いと思うことが多く、毎日が自分自身の“気持
ち”との戦いだった。今回の研修を通じて、日本が豊かで住み
やすい国で自分がいかに楽をして生活をしてきたかと実感す
ることができた。
　二週間の寮生活は、私を精神的にとても強くした。
３．テクノセンターで働く人々について
　研修中、Ｄ社の工場長さんと外出する機会があり、世界の電子部品が集まる店舗など深圳市内にある様々な場所
を案内して頂いた。私は、その時人とのつながりについて学んだ。例えば案内して頂いた場所には国籍関係なく知
り合いがおり、一つ一つの出会いを大切にしていて中国での生活を楽しんでいると感じた。言葉も通じず知らない
土地で生活するだけでもすごく大変なことだと思う。そのような場でも楽しむ事が出来、人とのつながりを大切に
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していらっしゃる事は、私自身見習いたいと感じた。
４．研修生との出会いについて
　今回の研修では、他大学の学生とのコミュニケーションを通して、視野が大きく広がった。
　私が今回のインターンシップで出会った学生は皆刺激的だった。その中でも特に三名の学生が印象に残っている。
　一人目は、Ｔ大学の女子大生である。彼女は、半年間の上海留学を終え今回のインターンシップに参加していた。
半年間留学していただけあって中国語は堪能であった。さらに、研修生のリーダー的存在で皆から頼られていた。
そんな彼女の印象に残った点は、彼女のリーダーシップに加えて、留学当初は中国語を話せなかったという点であ
る。私自身、今回の研修で言いたいことが伝わらないということがストレスとなった。しかし、インターンシップ
と留学では訳が違う。留学という長期間の滞在にも関わらず、中国語を話せない状態で留学を決め、留学をしたと
いうことにとても驚き、感銘を受けた。彼女と出会えたことで何事にも挑戦することを教わった。
　二人目は、Ｓ大学の男子学生である。彼はとても度胸のある人で、研修中に深圳から三時間程離れた広州という
街に手ぶらで遊びに行き野宿し、最後にペットボトルの水を掏られて帰ってきた。私はこのような出来事だけでも
彼の度胸に感心した。しかし、彼の満ち溢れた度胸はこれだけではない。原則として研修は二週間であるが、彼は
研修が終わる五日程前に退寮し、深圳から一日かかる上海に旅立ち、後に一人でベトナム経由して帰国した。また、
彼には東南アジアで起業するという夢がある。こうした彼の度胸や考えも、私に挑戦することを教えてくれた。
　三人目は、Ｋ大学の女子大生である。彼女とは寮で同室だったことから研修期間中生活を共にすることが誰より
も多かった。研修当初、彼女は「嫌々テクノセンターでのインターンシップに参加した」と話していた。彼女は、
同じ部屋のワーカーさんと仲良くなって密着取材することが研修目的だと話しており、私は二週間彼女の頑張りを
一番身近に見てきた。彼女は、毎日ワーカーさんとコミュニ
ケーションをとり、研修当初全く話せなかった中国語を少し
ではあるが話せるまでになっていた。また、ワーカーさんの
言っている言葉を理解出来るまでになった。彼女は、毎日の
研修はとても辛いがワーカーさんと話す事が毎日の楽しみだ
と言っていた。研修目的を達成させるために努力している姿
を間近で見たことは、自分自身を見直すきっかけとなり刺激
もたくさん受けた。私は彼女と出会い、物事を前向きに取り
組むことがいかに大切か学んだ。
　今回の研修で他大学の学生に出会ったっことは、自分自身
を変え、また、さらに多くの人々出会いたいと考えるように
なった。さらに、挑戦する心も生まれた。
５．終わりに
　テクノセンターでの研修を終えて、そこで働く人々と共に働き、食事をとり、生活したことで日本が豊かで住み
やすい国で自分がいかに楽をして生活をしてきたかを実感した。特に寮生活は、精神的にとても強くなれた。他で
は得がたいこの経験を、帰国後の学生生活及び卒業後の社会人生活に生かしたい。また、研修中「物質的な豊かさ
と引き換えに、心の豊かさが失われつつあることは、日本の若者の不幸である。」という言葉を伺った。研修を通
じて、この言葉の意味を実感し、自分自身を見直すきっかけとなった。また、自分自身何が出来るのかを考えるよ
うになった。
　私は深圳テクノセンターで働く人々やインターンシップに来ている他大学の学生から、沢山の刺激を受け、辛い
ときには支えてもらい、本当に実りある二週間となった。
　今以上に実りある大学生活を送るために、今回のインターンシップで得た主体性・実行力を生かして、テクノセ
ンターで働く人々のようにチャンスを一つひとつ無駄にせず自分のものにしたい。また、今以上に自分を大きく成
長させたい。そして、残りの学生生活を悔いのない実りあるものにし、社会人として活躍出来る人材になりたいと
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考える。
　今回の研修は、正直に言えばとても辛かった。しかし、研修生とご飯を食べに行ったり、遊びに行ったり、語り
合ったりして、とても楽しい毎日を過ごすことができたこともまた事実である。始めは辛くて挫折しそうになった
が、最後には二週間過ごした深圳から離れるのはとても寂しいと感じた。また、かけがえのない大切な仲間に出会
えたことをとても誇りに思っている。
　今回の研修で学んだ事、感じた事、得たものは、大学での活動、卒業後の社会人としての取り組みに繋げたい。
